
今回の議論の総合戦略における位置づけの確認

【資料1】



 今回の策定会議で議論いただきたい内容

 施策の具体的内容やその優先順位について
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これらを踏まえ・・・

 人口ビジョンにおける目指すべき将来の方向性、

基本的な施策の方向性

 総合戦略における基本目標

についての確認（庁内会議結果を踏まえて）



 人口ビジョン・総合戦略の構成
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①ア 豊浦町が目指す将来像

（人口増減に関する視点で）

例 若い世代の子育てに関する希望を実現する豊浦町 等

地方人口ビジョン

②人口の将来展望

施策を進めた場合の将来の人口や年齢構成の推計

例 人口○○○○人 うち20～39歳が△△％ 等

地方版総合戦略

③今後５か年の基本目標

目指す将来像を実現するための今後５か年の基本目標

例 地域が子どもを育て、子どもの笑顔があふれる豊浦町 等

④施策の基本的方向

目指す将来像を実現するための基本的な施策の方向性

例 人のつながりを活かした子育て支援の充実 等

⑤施策の具体的内容

目指す将来像を実現するための基本的な施策の方向性

例 近所づきあいを通じた相互見守り 等

①イ 基本的な施策の方向性

目指す将来像を実現するための基本的な施策の方向性

例 人のつながりを活かした子育て支援の充実 等

≒

≒

現在進めている庁内会議及び策定会議の目的 ＝ 人口ビジョン及び総合戦略策定に向けた意見交換等

B

C

D

豊浦町の
強み・弱み

A 国から求められている構成



「強み」「弱み」を抽出
何を活かせるか、何を克服したほうが良いかをリストアップ

「強みを活かし、弱みを克服する方法」を整理

「目指す将来像を実現するための基本的な施策の方向性」の整理・共有

具体的な取組みを抽出

「豊浦町が目指す将来像」
「今後５か年の基本目標」

の導出・共有

例 人のつながりを活かした子育て支援の充実 等

例 地域が子どもを育て、子どもの笑顔があふれる豊浦町 等

A

C

B D

の集約A

の集約A C

※方向性に則った取組み内容

第2・3回策定会議
庁内担当者会議
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 人口ビジョン及び総合戦略策定に向けた意見交換プロセス

150728庁内会議

今回策定会議
次回庁内会議

の深度化A C

皆さんの意見や庁内で出た意見を基にした、
豊浦町が取り組んでいくべき方向性

＝ 15.07.28に庁内会議を実施し、内容を審議



「強み」「弱み」を抽出
何を活かせるか、何を克服したほうが良いかをリストアップ

「強みを活かし、弱みを克服する方法」を整理
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「目指す将来像を実現するための基本的な施策の方向性」の整理・共有

具体的な取組みを抽出

「豊浦町が目指す将来像」
「今後５か年の基本目標」

の導出・共有

例 人のつながりを活かした子育て支援の充実 等

例 地域が子どもを育て、子どもの笑顔があふれる豊浦町 等

 今回の会議の議題

A

C

B D

の集約A

の集約A C の深度化A C

※方向性に則った取組み内容

資料２

各案の確認 方向性に則り、どのような取組み・
優先順位が考えられるか

資料３



「強み」「弱み」を抽出
何を活かせるか、何を克服したほうが良いかをリストアップ

「強みを活かし、弱みを克服する方法」を整理
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「目指す将来像を実現するための基本的な施策の方向性」の整理・共有

具体的な取組みを抽出

「豊浦町が目指す将来像」
「今後５か年の基本目標」

の導出・共有

例 人のつながりを活かした子育て支援の充実 等

例 地域が子どもを育て、子どもの笑顔があふれる豊浦町 等

 今回の会議の議題

A

C

B

の集約A

の集約A C

※方向性に則った取組み内容

資料２

各案の確認 方向性に則り、どのような取組み・
優先順位が考えられるか

資料３

国の目指す、「地方創生」「人口減少抑制」の観点から、
何をしていくべきか

 豊浦町の今後のまちづくりにおける重要な視点として活かし、検
討していく

 ただし、これまで皆さんからいただいたご意見は、以下の枠組み
に区分される。

 「地方創生」「人口減少抑制」の観点から「集中と選択」の上で、
「総合戦略」の中で実現する内容

 それとは別にまちづくりの継続性の中で取り組むべき内容

の深度化A C
D



議題①
人口ビジョンにおける目指すべき将来の方向性、基本的な施策の方向性、
総合戦略における基本目標について【審議】

【資料2】をご確認ください。

議題②
議題①を踏まえ、施策の具体的内容やその優先順位について【検討】

【資料3】をご確認ください。

 皆さんにより実情に即した意見を出していただくために、２グループに分けて意見交換を行います。
（第3回のグループ分けと同じ）

グループA グループB
小西 委員
奇本 委員
大久保 委員

山形 委員
平池 委員
大西 委員（欠）

鵜野 委員
片桐 委員
伊東 委員

山田 委員
腰原 委員
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その他
 効率的な行政運営

 グループごとの議題

グループB
 一次産業を活かした新しい産業の創出
 一次産業の強化と新しい産業の実現に向けた
ひとづくり・地域協働組織づくり

 町民の力、町の資源・資産を活用した商品開発
 就労者の確保に向けた就労環境の維持・改善

グループA
 人のつながりを活かした福祉・教育環境の拡充
 転入増加に向けた生活環境の拡充・PR
 生活の維持のための防災・減災

共通
 一次産業を活かした観光商品開発・PR
 自然環境を活かした観光商品の創出
 自然環境を活かした観光商品の創出
 観光客や教育旅行の受入基盤の整備
 生産基盤強化に向けたエネルギーの有効活用

Who （誰が）
What （何を）
When （いつ）
Where （どこで）
Why （なぜ）
How （どのように）

 意見交換する上での
キーワード


